
① 新 株 予 約 権 等 の 状 況

② 業務の適正を確保するための体制

お よ び 当 該 体 制 の 運 用 状 況

③ 連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

④ 連 結 計 算 書 類 の 連 結 注 記 表

⑤ 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

⑥ 計 算 書 類 の 個 別 注 記 表

上記事項につきましては、法令および定款第14条の規定に基づき、書面交付

請求をいただいた株主様に対して交付する書面(電子提供措置事項記載書面)

への記載を省略しております。

定時株主総会の招集に際しての電子提供措置事項

第58期（2025年４月１日～2026年３月31日）

株式会社テセック



新株予約権等の状況

　該当事項はありません。
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

　取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための

体制その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の

概要は以下のとおりであります。

【業務の適正を確保するための体制】

１．取締役および従業員の職務の執行が法令および定款に適合することを確

保するための体制

①　当社ならびに子会社の取締役および従業員が法令、定款、社内規程、

企業倫理を遵守し行動するための指針として経営理念に則った「行動規

範」を定め、これを周知徹底する。

②　コンプライアンス体制確立のため、コンプライアンス総括責任者（役

員）を任命し、コンプライアンスの推進、教育を実施しコンプライアン

ス尊重の意識を醸成するとともに、従業員が法令、定款等に違反する行

為を発見した場合の報告体制として「社内通報制度」を確立する。

③　法令、定款および社内規程の遵守状況および業務の効率性等の監査を

監査等委員会直轄の内部監査部門が実施し、結果を社長および監査等委

員会に報告する。

２. 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

①　「文書管理規程」に基づき、取締役の職務執行に係る情報を文書また

は電磁的媒体に記録し、保存する。

②　取締役は「文書管理規程」により、常時これらの文書等を閲覧でき

る。

３. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　リスク管理体制の基礎として「リスク管理規程」を定め、個々のリスク

管理について責任体制を明確にするとともに、組織横断的リスク対応は当

社社長が議長を務める経営委員会が行う。

４. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

①　当社は、取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するため

の体制の基礎として、取締役会を原則月１回開催し、「取締役会規則」

および「取締役会決議事項運用基準」による重要事項の決定ならびに取

締役の業務執行状況の監督等を行う。また、取締役（監査等委員である

取締役を除く。）で構成される経営委員会を原則週１回開催し、取締役

会への付議事項の事前審議を行うとともに、業務執行に係る意思決定を

機動的に行う。

②　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の職務執行については､ 

「組織規程」「職務分掌規程」「職務権限規程」において、各々の責任

者および責任・執行手続きの詳細を定める。
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③　子会社においても定時取締役会および随時開催される臨時取締役会に

おいて経営の重要事項および個別案件の決議を随時行う。

５．当社ならびに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するた

めの体制

①　当社は、子会社から営業成績、財務状況その他経営の重要事項に関す

る報告を行う体制を定めた「関係会社管理規程」および「海外現地法人

管理基準」に基づき、子会社の自主性を尊重しつつ、グループ全体とし

ての経営管理体制、コンプライアンス体制、リスク管理体制を確立す

る。

②　当社は、子会社がグループ計画に基づいた施策と効率的な業務運営を

図るため、子会社への役員の派遣を行うとともに定期的に子会社連絡会

議を開催し、必要事項を取締役会・監査等委員会に報告させる。

６．監査等委員会がその職務を補助すべき従業員を置くことを求めた場合に

おける当該従業員に関する事項ならびに当該従業員の取締役（監査等委員

である取締役を除く。）からの独立性に関する事項および当該従業員に対

する監査等委員会の指示の実効性の確保に関する事項

①　監査等委員会がその職務を補助すべき従業員を置くことを求めた場合

は、従業員を配置する。

②　当該従業員の任命・異動・評価・懲戒等人事権に係る決定は、監査等

委員会の同意を得ることとする。

③　監査等委員会の職務を補助すべき従業員は、監査等委員（または監査

等委員会）の指揮命令下で職務を遂行する。

７．当社および子会社の取締役および従業員が監査等委員会に報告するため

の体制その他監査等委員会への報告に関する体制およびその他の監査等委

員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

①　当社ならびに子会社の取締役および従業員は、当社および子会社の業

務または業績に重要な影響を与える事実、職務上の法令違反または不正

な行為その他これらに準ずる事実ならびにその恐れのある事実を発見し

たときは、遅延なく監査等委員会に報告する。

②　当社および子会社は、上記の報告を行った者に対し、当該報告をした

ことを理由として不利益な取扱いを行わない。

③　なお、上記に関わらず、監査等委員会は必要に応じて、当社ならびに

子会社の取締役および従業員に対して報告を求めることができる。

④　監査等委員は、職務の執行が効率的に行われることを確保するための

体制の基礎として、監査等委員会を原則月１回開催する。

⑤　監査等委員会は、会計監査人から会計監査内容について、内部監査室

から業務監査内容について説明を受け、情報の交換を行うなど連携を図

るとともに、当社経営陣との定期的な意見交換会を開催する。
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８．監査等委員の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方

針

　監査等委員がその職務の執行について生ずる費用を請求したときは、当

該監査等委員の職務の執行に関係しないと認められる場合を除き、速やか

に当該費用または債務を処理する。

９. 反社会的勢力の排除に向けた体制

①　社会の秩序や安全、企業の健全な活動に脅威をもたらす反社会的勢力

およびこれに類する団体に対して、毅然とした態度をもって一切の関係

を遮断する。

②　同勢力からの不当な要求等に対しては警察や弁護士等の外部専門機関

と緊密に連携し、組織的に対応する。
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10. 財務報告の信頼性と適正性を確保するための体制

①　財務報告の信頼性の確保および金融商品取引法に基づく内部統制報告

書の有効かつ適切な提出に向け、内部統制システムの構築を行う。

②　上記の内部統制システムが適正に機能することを継続的に評価し、必

要な是正を行う。

【業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要】

　「内部統制システム構築の基本方針」に従った当社における業務の適正

を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりです。

① コンプライアンスの管理について

コンプライアンス総括責任者が中心となって毎月定期的に教育を行い、

法令および社内規程を遵守するための取り組みを行っております。また、

社内イントラネットにより内部通報制度を常設し、コンプライアンス違反

や疑義のある行為等を報告できる体制を整えております。また、報告した

者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱いを受けないよう徹底

しております。

② リスク管理体制について

　今後想定される種々の危機に的確に対応できるように「リスク管理規

程」を整備し、具体的なリスクが発生した場合には、取締役会および経営

委員会が組織横断的リスク状況の監視および全社的対応を行っておりま

す。

③ 取締役の職務遂行について

　取締役会規則や社内規程を制定し、取締役が法令ならびに定款に則って

行動するように徹底しております。当事業年度の取締役会において、各議

案についての審議、業務執行の状況等の監督を行い、活発な意見交換が行

われており、意思決定および監督の実効性は確保されております。

④ 監査等委員の職務遂行について

監査等委員は監査等委員会において定めた監査計画に基づいた監査を実

施しております。また、会計監査人並びに内部監査室との間で定期的に情

報交換を行い、取締役の職務遂行の監査、内部統制システムの運用状況の

確認を実施しております。さらに、取締役会および内部監査室が実施する

内部監査報告会へ出席し、監査の実効性を高めております。
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（2025年４月１日から
2026年３月31日まで）

（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 2,521 3,382 7,979 △620 13,262

当連結会計年度変動額

剰余金の配当 △383 △383

親会社株主に帰属する当期
純利益

463 463

自己株式の取得 △599 △599

自己株式の処分 △3 18 14

自己株式の消却 △8 △382 391 －

株主資本以外の項目の当連結会
計年度変動額（純額）

当連結会計年度変動額合計 － △12 △303 △190 △505

当連結会計年度末残高 2,521 3,370 7,676 △811 12,757

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

その他の包括利益
累計額合計

当連結会計年度期首残高 765 135 900 1 14,165

当連結会計年度変動額

剰余金の配当 △383

親会社株主に帰属する当期
純利益

463

自己株式の取得 △599

自己株式の処分 14

自己株式の消却 －

株主資本以外の項目の当連結会
計年度変動額（純額）

443 96 540 0 540

当連結会計年度変動額合計 443 96 540 0 35

当連結会計年度末残高 1,208 232 1,440 1 14,200

連結株主資本等変動計算書
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連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1)連結の範囲に関する事項

連結子会社の状況

・連結子会社の数 4社

・連結子会社の名称 TESEC,INC.

TESEC (M) SDN.BHD.

泰賽国際貿易（上海）有限公司

嶺光音電機株式会社

(2)持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

(3)連結の範囲又は持分法の適用の範囲の変更に関する事項

①　連結の範囲の変更

該当事項はありません。

②　持分法の適用の範囲の変更

該当事項はありません。

(4)連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、泰賽国際貿易（上海）有限公司の決算日は12月31日であります。連結

計算書類の作成に当たっては、同日現在の計算書類を使用しておりますが、当連結決算日

との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

(5)会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券

　その他有価証券

・市場価格のない株式等以外 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

　のもの　　　　　　　　　　　売却原価は移動平均法により算定）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

ロ．棚卸資産

・製品及び仕掛品 個別法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法により算定）

・原材料 移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産 親会社及び国内子会社は定率法（ただし、1998年４月

    （リース資産を除く） １日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並び

に2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構

築物については定額法）､ 海外子会社は定額法によっ
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ております。

ただし、耐用年数及び残存価額については、法人税法

に規定する方法と同一の基準によっております。

ロ．無形固定資産（リース資産を除く）

　　・自社利用のソフトウェア 社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

　　・技術関連資産 定額法（５年）

　　・その他の無形固定資産 定額法

ハ．リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しております。

③　重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金 債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権及び破産更生

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金 従業員賞与の支払に備えるため、将来の支給見込額の

うち当連結会計年度の負担額を計上しております。

ハ．製品保証引当金 製品販売後に発生する製品保証費用に備えるため、将

来発生する費用見積額を計上しております。

ニ．修繕引当金 建物及び付帯設備の修繕に備えるため、修繕計画に基

づく支出見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上

しております。

ホ．株式給付引当金 株式給付信託（J-ESOP）による当社株式の給付に備え

るため、株式給付規程に基づき、従業員等に割り当て

られたポイントに応じた株式の給付見込額を計上して

おります。

④　重要な収益及び費用の計上基準

　当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務の内容及び当該

履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

製品販売、サービス提供

　据付及び現地での作業を伴わない製品・サービスの提供について、製品の引渡し及び役

務の提供により履行義務が充足されることから、当該履行義務を充足した時点で収益を認

識しております。なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的

な取扱いを適用し、製品の販売において、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される

時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

　据付及び現地での作業を伴う製品・サービスの提供について、製品の引渡しと当該製品

の据付及び現地での作業を単一の履行義務として識別し、製品の据付及び現地での作業が

完了した時点で収益を認識しております。

　なお、収益は顧客との契約に係る取引価格で測定しております。また、取引の対価は履

行義務を充足してから１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりません。
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（単位：百万円）

当連結会計年度

製品 134

仕掛品 1,494

原材料 562

　有形固定資産の減価償却累計額 2,996百万円

売上原価 167百万円

⑤　のれんの償却方法及び償却期間

のれんにつきましては、20年以内のその効力の及ぶ期間にわたって均等償却しておりま

す。ただし、少額なものにつきましては発生時に全額を償却しております。

⑥　その他連結計算書類の作成のための重要な事項

　退職給付に係る負債の計上 退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職

　基準 給付に係る期末要支給額を退職給付債務とする方法を

用いた簡便法を適用しております。

２．会計上の見積りに関する注記

棚卸資産

(1)当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　棚卸資産は取得原価で測定しておりますが、連結会計年度末における正味売却価額が取

得原価より下回る場合には、当該正味売却価額で測定し、取得原価との差額を評価損とし

て計上しております。また、過去の販売実績及び将来の販売見込み等に基づき、過剰在庫

と判断される棚卸資産についても評価損を計上しております。

　市場環境の悪化等により、正味売却価額や販売実績が見積りと乖離した場合、追加的な

評価損が発生する可能性があります。

３．連結貸借対照表に関する注記

４．連結損益計算書に関する注記

通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下げ額
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株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 5,778千株 -千株 200千株 5,578千株

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 301千株 272千株 209千株 364千株

決議
株式の
種　類

配当金の
総　　額
(百万円)

１株当た
り配当額

(円)
基準日 効力発生日

2025年５月13日
取締役会

普通
株式

383 70 2025年３月31日 2025年６月10日

決議
株式の
種　類

配当の原資
配当金の
総　　額
(百万円)

１株当た
り配当額

(円)
基準日 効力発生日

2026年５月12日
取締役会

普通
株式

利益剰余金 536 100 2026年３月31日 2026年６月９日

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1)発行済株式の総数に関する事項

（注）発行済株式の数の減少は、取締役会決議による自己株式の消却200千株による減少分で
　　　あります。

(2)自己株式の数に関する事項

（注）１．自己株式の数の増加は、取締役会決議による自己株式の取得272千株による増加分
であります。

２．自己株式の数の減少は、取締役会決議による自己株式の消却200千株および譲渡制限
　 付株式報酬としての自己株式処分9千株による減少分であります。
３．当連結会計年度末の株式数には株式給付信託(J-ESOP)による信託150千株が含まれて
　 おります。

(3)剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額等

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度にな

るもの

　(4)当連結会計年度末日における新株予約権に関する事項

該当事項はありません。
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６．金融商品に関する注記

(1)金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

　当社グループは、運転資金及び設備資金とも概ね内部資金により賄っておりますが、資

金需要が急増した場合等は銀行借入により調達しております。余剰資金は主に安全性及び

流動性の高い金融資産で運用し、デリバティブ取引は行っておりません。

②金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である売掛金及び電子記録債権は顧客の信用リスクに晒されておりますが、与

信管理基準に従い、取引先ごとの期日管理や残高管理を行うとともに、主な取引先の信用

状況を定期的に把握しております。また、輸出取引で生じる外貨建ての営業債権は為替の

変動リスクに晒されておりますが、為替変動に応じた価格の見直しや円貨建て取引の推進

などにより、当該リスクの低減を図っております。

　有価証券及び投資有価証券は主に高格付け債券や流動性の高い投資信託ですが、発行体

の信用リスク及び市場価格の変動リスクに晒されております。保有限度等を定めた資金運

用基準に従い、定期的に時価の把握や運用状況の見直しを行っております。

　営業債務である買掛金は、そのほとんどが３ヶ月以内の支払期日であり、その決済時に

おいて流動性リスクに晒されますが、定期的な資金繰計画の見直しや一定水準の手許流動

性を維持することにより、当該リスクを管理しております。

　借入金は、主に子会社の運転資金に係る資金調達を目的としたものであり資金調達に係

る流動性リスクに晒されております。当該リスクについては、資金繰り計画を作成し定期

的に更新することにより管理しております。

③金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を

採用することにより、当該価額が変動することもあります。

(2)金融商品の時価等に関する事項

　2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。なお、現金は注記を省略しており、預金、電子記録債権、未払金、短期

借入金、売掛金及び買掛金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、

注記を省略しております。
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連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

（1）有価証券及び投資有価証券

　　　 その他有価証券

　　　　 株式 1,320 1,320 －

　　　　 債券（社債） 3,174 3,174 －

　　　　 その他 1,262 1,262 －

（2）破産更生債権等 36

　　　 貸倒引当金（※１） △36

－ － －

資産計 5,756 5,756 －

長期借入金（※２） 261 255 6

負債計 261 255 6

１年以内

（百万円）

１年超

５年以内

（百万円）

５年超

10年以内

（百万円）

10年超

（百万円）

現金及び預金 3,499 － － －

電子記録債権 59 － － －

売掛金 1,386 － － －

有価証券及び投資有価証券

その他有価証券のうち満期が

あるもの

（1）債券（社債） 1,747 976 317 158

（2）その他 － 49 － －

合計 6,692 1,026 317 158

(※１) 破産更生債権等に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。

(※２) 長期借入金には、1年内返済予定の長期借入金を含めて表示しています。

（注１）金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

(※) 破産更生債権等については、償還予定額が見込めないため、記載しておりません。
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１年以内

（百万円）

１年超

２年以内

（百万円）

２年超

３年以内

（百万円）

３年超

４年以内

（百万円）

４年超

５年以内

（百万円）

５年超

（百万円）

長期借入金 44 38 38 31 26 82

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価

証券

その他有価証券

株式 1,320 － － 1,320

債券（社債） － 3,074 99 3,174

その他 523 738 － 1,262

資産計 1,844 3,812 99 5,756

（注２）長期借入金の連結決算日後の返済予定額

(3)金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形

成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格に

より算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット

以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイン

プットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時

価を分類しております。

①時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
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区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

破産更生債権等 － － 36 36

貸倒引当金 － － △36 △36

資産計 － － － －

長期借入金 － 255 － 255

負債計 － 255 － 255

②時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

有価証券及び投資有価証券

　上場株式および上場投資信託は取引所価格によっており、市場の活発性に基づきレベル１

に分類しております。

　債券（社債）は市場価格及び割引キャッシュ・フロー法等で算定された取引金融機関から

の提示価格によっており、クレジットスプレッド等の観察できないインプットを用いて価格

を算定している場合はレベル３に分類し、その他はレベル２に分類しております。

　非上場投資信託は取引金融機関等の第三者が公表する基準価額によっており、レベル２に

分類しております。

破産更生債権等

　破産更生債権等については、回収見込額に基づいて貸倒見積高を算定しており、時価は連

結決算日における貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額をもって時価として

おり、レベル３の時価に分類しております。

長期借入金

　長期借入金のうち固定金利によるものは、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信

用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分

類しております。なお、１年内返済予定の長期借入金は、長期借入金に含めて表示しており

ます。変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価額にほぼ等

しいことから当該帳簿価額によっており、レベル２の時価に分類しております。
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（単位：百万円）

品目
合計

ハンドラ テスタ パーツ等

日本 29 1,024 229 1,282

中国 587 391 79 1,058

台湾 8 6 72 86

マレーシア 958 85 369 1,413

欧州 81 128 80 291

米州 19 188 52 260

その他 862 149 162 1,174

顧客との契約か

ら生じる収益 2,547 1,974 1,046 5,567

その他の収益 - - - -

外部顧客への売

上高 2,547 1,974 1,046 5,567

(1) １株当たり純資産額 2,723円06銭

(2) １株当たり当期純利益 86円49銭

７．収益認識に関する注記

(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類の作成のための基本となる

重要な事項に関する注記等　(5)会計方針に関する事項　④ 収益及び費用の計上基準」に記

載のとおりであります。

(3) 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

①契約残高等

　契約負債の内訳は以下のとおりであります。

　　契約負債（期首残高）161百万円

　　契約負債（期末残高）151百万円

　当連結会計年度に認識した収益のうち、期首時点の契約負債に含まれていた金額は142百

万円であります。

②残存履行義務に配分した取引価格

　当社グループにおいては、予想契約期間が１年を超える重要な取引はありません。また、

顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

８．１株当たり情報に関する注記

９．重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。
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（2025年４月１日から
2026年３月31日まで）

（単位：百万円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本
準備金

その他
資本剰余金

資本剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金

利益剰余金
合計

別途
積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 2,521 3,370 12 3,382 114 1,500 5,439 7,053 △620 12,336

当期変動額

剰余金の配当 △383 △383 △383

当期純利益 624 624 624

自己株式の取得 △599 △599

自己株式の処分 △3 △3 18 14

自己株式の消却 △8 △8 △382 △382 391 －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △12 △12 － － △141 △141 △190 △343

当期末残高 2,521 3,370 － 3,370 114 1,500 5,297 6,911 △811 11,993

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
評価・換算
差額等合計

当期首残高 765 765 13,102

当期変動額

剰余金の配当 △383

当期純利益 624

自己株式の取得 △599

自己株式の処分 14

自己株式の消却 －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

443 443 443

当期変動額合計 443 443 99

当期末残高 1,208 1,208 13,202

株主資本等変動計算書
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1)資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法

イ．子会社株式 移動平均法による原価法

ロ．その他有価証券

・市場価格のない株式等以外 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

　のもの　　　　　　　　　　　　売却原価は移動平均法により算定）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

②　棚卸資産

・製品及び仕掛品 個別法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法により算定）

・原材料 移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(2)固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産 定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物

　　（リース資産を除く） （建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に

取得した建物附属設備及び構築物については定額法）

によっております。

ただし、耐用年数及び残存価額については、法人税法

に規定する方法と同一の基準によっております。

②　無形固定資産

    （リース資産を除く）

　　・自社利用のソフトウェア 社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

　　・技術関連資産 定額法（５年）

　　・その他の無形固定資産 定額法

③　リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しております。

(3)引当金の計上基準

①　貸倒引当金 債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権及び破産更生

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金 従業員賞与の支払に備えるため、将来の支給見込額の

うち当事業年度の負担額を計上しております。

③　退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金及び

退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合

要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を
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適用しております。

なお、年金資産が退職給付債務を超過している場合に

は、超過額を前払年金費用として計上しております。

④　製品保証引当金 製品販売後に発生する製品保証費用に備えるため、将

来発生する費用見積額を計上しております。

⑤　修繕引当金 建物及び付帯設備の修繕に備えるため、修繕計画に基

づく支出見込額のうち当事業年度の負担額を計上して

おります。

⑥　株式給付引当金 株式給付信託（J-ESOP）による当社株式の給付に備え

るため、株式給付規程に基づき、従業員等に割り当て

られたポイントに応じた株式の給付見込額を計上して

おります。

(4)収益及び費用の計上基準

　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足

する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

製品販売、サービス提供

　据付及び現地での作業を伴わない製品・サービスの提供について、製品の引渡し及び役

務の提供により履行義務が充足されることから、当該履行義務を充足した時点で収益を認

識しております。なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的

な取扱いを適用し、製品の販売において、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される

時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

　据付及び現地での作業を伴う製品・サービスの提供について、製品の引渡しと当該製品

の据付及び現地での作業を単一の履行義務として識別し、製品の据付及び現地での作業が

完了した時点で収益を認識しております。

　なお、収益は顧客との契約に係る取引価格で測定しております。また、取引の対価は履

行義務を充足してから１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりません。
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（単位：百万円）

当事業年度

製品 75

仕掛品 1,486

原材料 549

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 2,778百万円

①　売掛金 134百万円

②　その他流動資産 200百万円

③　買掛金 4百万円

④　未払金 40百万円

①　売上高 361百万円

②　仕入高 82百万円

③　販売費及び一般管理費 192百万円

④　営業取引以外の取引高 140百万円

２．会計上の見積りに関する注記

棚卸資産

(1)当事業年度の計算書類に計上した金額

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　棚卸資産は取得原価で測定しておりますが、事業年度末における正味売却価額が取得原

価より下回る場合には、当該正味売却価額で測定し、取得原価との差額を評価損として計

上しております。また、過去の販売実績及び将来の販売見込み等に基づき、過剰在庫と判

断される棚卸資産についても評価損を計上しております。

　市場環境の悪化等により、正味売却価額や販売実績が見積りと乖離した場合、追加的な

評価損が発生する可能性があります。

３．貸借対照表に関する注記

(2) 関係会社に対する金銭債権、債務

４．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高
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株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 301千株 272千株 209千株 364千株

賞与引当金 43

未払費用 6

製品保証引当金 9

棚卸資産評価損 219

減損損失 224

投資有価証券評価損 155

関係会社株式評価損 84

繰越外国税額控除 0

その他 57

繰延税金資産小計 800

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △727

評価性引当額小計 △727

繰延税金資産合計 72

その他有価証券評価差額金 △347

前払年金費用 △73

繰延税金負債合計 △420

繰延税金負債の純額 △348

５．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の数に関する事項

（注）１．自己株式の数の増加は、取締役会決議による自己株式の取得272千株による増加分
 であります。

２．自己株式の数の減少は、取締役会決議による自己株式の消却200千株および譲渡制限
　　付株式報酬としての自己株式処分9千株による減少分であります。
３．当連結会計年度末の株式数には株式給付信託(J-ESOP)による信託150千株が含まれて

　　　　　 おります。

６．税効果会計に関する注記

　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （単位：百万円）

繰延税金資産

繰延税金負債
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(1)１株当たり純資産額 2,531円93銭

(2)１株当たり当期純利益 116円64銭

７．収益認識に関する注記

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報について、「連結注記表　

８.収益認識に関する注記」に同一の内容を記載しておりますので注記を省略しておりま

す。

８．１株当たり情報に関する注記

９．重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。
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